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１．目的  

 都市河川感潮域における水･熱環境は，地球温暖化による気温及び海水温の上昇や急速な都市成長，生活水

準の高度化とともに近年大きな変化を遂げている．都市における排水,排熱は下水処理水として河川に流入し，

都市感潮河川の高温化,淡水化などを引き起こすことが考えられる．そこで，都市感潮域における水･熱輸送の

実態を明らかにするために，首都圏に位置する荒川下流部を対象として冬期集中観測を行った． 

２．現地観測の概要 

 荒川下流部に位置する荒川,新河岸川,隅田川の 3 河川を対象として 9 地点で水位,流速,水温,塩分濃度の一斉

集中観測を行った．同時に，岩淵水門付近の荒川-隅田川分流地点高水敷において風向,風速,気温,湿度,日射量,

長短波放射を観測した．各観測地点を示した対象区域の平面図を図-1 に示す．上流端は，荒川の秋ヶ瀬取水

堰及び新河岸川の朝霞調節池横に設定し，下流端は荒川,隅田川の 0KP とした．流速測定に関して地点⑨(岩

淵水門)においてはプライス式流速計を用い，その他の 8 断面

では超音波流速計(ADCP)を用いた船上観測を行った．水温に

関しては秋ヶ瀬取水堰と地点⑨(岩淵水門)の 2 地点において

固定水温計で定点観測を行い，その他の 8 断面で水温塩分計

(STD)を用いて断面水温を計測した．観測期間は大潮である

2004 年 12 月 27日 11:00から 28 日 11:00までの 24 時間と

し，計測間隔は 1 時間で毎正時に観測した．  

３．荒川下流部における水･熱輸送の実態 

 観測時の熱収支を図-2 に示す．観測時の風向は北から南方

向にほぼ一定で，日射は強

く最大で 500W/m2程度で

あった．水文観測に関して

は観測結果を平均するこ

とで潮汐の影響を除いた

河川固有の流量，熱輸送量

を算出した．各観測地点に

おける値を図-3 に示す．な

お，下水処理水の放流量は

実測値であるが放流水温は

不明であるため 1990,1995 

,2001年の1月と12月の平

均値である 17℃(一定値)

を採用した．また荒川の岩

淵水門下流地点は観測地点

③と地点④の差から算出し

図-1 対象区域 
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図-2 観測時の熱収支 

図-4 岩淵水門における
流量と水温の実測値 

図-3 荒川下流域における 
河川固有の熱輸送量と流量 
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た値である．岩淵水門より上流側では荒川より新河岸川の方が熱輸送量

は多いが，新河岸川を流れる熱は岩淵水門を通って荒川に流れ込んでい

ることがわかる．ここで，地点⑨である岩淵水門における流量と水温の

時系列を図-4 に示す．岩淵水門における流量はほとんど逆流であること

に加え，流量と水温はほぼ逆相関になっている．このことからも新河岸

川，隅田川の大量の熱が荒川に流れていることがわかる．また，上流側

の比較的潮汐の影響を受けない区間で下水処理場の上下流地点の水温

を比較した．荒川では荒川左岸南部下水処理場を挟む秋ヶ瀬堰と地点③

(新荒川大橋)，新河岸川では荒川右岸,新河岸,浮間下水処理場を挟む地点

①と地点②における同時刻の水温を図-5 に示す．荒川,新河岸川共に下

流地点の水温は顕著に上昇している．水温上昇要因としては都市の排熱

である下水処理水の流入と大気からの熱

供給が考えられる．水温の上昇は観測期間

を通じて同様に表れていることから大気

からの熱供給よりも下水処理水としての

都市の人工排熱の影響が考えられる． 

４．水･熱統合モデルによる再現計算 

 都市河川感潮域の熱環境に関しては自

然環境に加え人為的影響も無視できない．

そこで荒川下流域における水･熱輸送の影

響要因解明と将来予測を目的として，1 次

元モデルにより流量及び水温を再現した．

モデルでは不定流の式と移流拡散方程式

により，水の流れと熱輸送を同時に再現し

た．上下流端の境界条件には秋ヶ瀬取水堰

のデータと地点①,⑦,⑧の観測結果を与え，

気象条件も観測結果を用いた．地点⑤,⑥,⑨における流量と水温の再現結果を図-6に示す．岩淵水門における

ADCPの流量は地点④と地点②の差から算出した値である．荒川本川と 2 つの水門における水･熱輸送を概ね

再現できていることがわかる．荒川と隅田川水温差は大きく，水門では流向で水温が大きく変化することは計

算によっても確認された． 

５．まとめ 

 著者らは冬期に荒川下流域 9 地点において一斉に水･熱輸送観測を行った．その現地観測と観測期間を対象

とした再現計算から得られた知見を以下に列挙する．1）新河岸川及び隅田川の大量の熱は岩淵水門を通って

荒川に流れ込んでいる．2）下水処理場を挟む上下流 2 地点では，下流側の水温が顕著に高くなっており，そ

の原因として多少の大気からの熱供給も考えられるが大部分は都市の人工排熱が原因だと考えられる．3）荒

川下流域の水･熱輸送の特性は 1 次元水･熱統合モデルにより再現することができた． 
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における流量，水温の実測値と計算値の比較 

図-5 下水処理場を挟んだ 
上下流地点における水温の比較 
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